
 第３次飯南町総合振興計画及び第３期飯南町総合戦略策定に係る町⺠意識調査結果報告書（概要版） 町⺠意識調査 

１ 調査概要 
 
 
 
 
 
 

                    
 
 
 
 
２ 調査結果 
（１）飯南町での⽣活について 

① 飯南町の住みやすさ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⾞が運転できなくても 

安⼼して暮らせる仕組み 

困ったときに相談できる⼈・窓⼝ 

いつまでも働ける場所 

災害時における防災体制や 
助け合いの環境 

様々な年代の⽅と交流ができる機会 

スポーツや健康づくりを⾏う場所や機会 

地域貢献、社会貢献ができる場所 

⽣涯学習ができる場所 

わからない 

その他 

無回答 
 

38.7%
35.0%

32.4%
28.8%

23.1%
17.8%

17.2%
16.4%

14.3%
11.1%

8.1%
6.5%

5.3%
5.1%

3.1%
1.3%

1.5%
1.0%

4.8%

27.6%
25.0%

44.0%
22.4%

16.4%
19.8%

12.1%
21.6%

19.0%
9.5%

4.3%
9.5%

11.2%
17.2%

5.2%
6.9%

1.7%
0.9%
0.0%

⾃分や家族の健康
⼭林・農地や家（空き家）が継承されない、荒廃する

少⼦化や若者の更なる減少
担い⼿不⾜による地域産業の縮⼩

移動⼿段の確保
地域の医療機関や体制

⾼齢者・障がい者に対する福祉
⾝近な商店などの閉店
町内の働く場所の減少

道路や河川や施設等の管理の担い⼿がいなくなる
地域コミュニティや⼈付き合いの希薄化

⾏財政の維持・税⾦の負担増加
⾃然災害の多発
学校の教育環境

地域⽂化・伝統芸能の喪失
⼦育て⽀援

その他
特になし

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

59.6%

49.2%

39.9%

24.6%

21.3%

7.1%

5.5%

4.9%

4.4%

3.8%

3.3%

1.6%

19.1%

9.3%

2.2%

ｎ＝819 

●「特に変わりはない」と感じている⽅が最も多く約6割、「住みにくくなっ
た」と感じている⽅は約2割。「住みやすくなった」と感じている⽅は約1割。 

問 11 SA 

問 30 MA（3 つまで） ③１０年後の飯南町での⽣活に対する⼼配ごと   

②飯南町の住みやすさの変化 問 13 SA 

調査期間 令和5年10⽉1⽇〜令和5年10⽉15⽇ 
調査対象 町内在住の18歳〜81歳の男⼥ 
標本数 1,500⼈ 
抽出⽅法 住⺠基本台帳の対象年齢層から無作為抽出 
調査⽅法 郵送配布・郵送回収調査 
有効回収数 819件（回収率54.6％） 

●「住みやすい」と感じている⽅が約7割。 
（「とても住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の合計） 

ｎ＝819 

年代 回答数 割合  地区 回答数 構成⽐ 
10代 6 0.7%  ⾚名 205 25.0% 
20代 23 2.8%  ⾕ 34 4.2% 
30代 30 3.7%  来島 208 25.4% 
40代 57 7.0%  頓原 270 33.0% 
50代 93 11.4%  志々 83 10.1% 
60代 243 29.7%  無回答 19 2.3% 
70代 334 40.8%   819 100.0％ 
80代 24 2.9%     

無回答 9 1.1%     
合計 819 100.0%     

■回答者属性 

① −１．住みやすいと思う理由            ①−２．住みにくいと思う理由 問 11-1 MA（３つ） 問 11-2 MA（３つ） 

ｎ＝878 ｎ＝291 

⑤ デジタル化が進むことを特に期待する分野 
問 26 
SA 

ｎ＝819 

●「⾏政⼿続き」「保険・医療」がそれぞれ約2割。 

本調査は、第３次飯南町総合振興計画・第3期飯南町総合
戦略の策定にあたり、町⺠の⽣活実態に関する意識やニー
ズ、施策に関する意⾒等を把握し、飯南町における⾏政課
題を分析することにより、計画の基本⽅針や施策の⽴案に
向けた基礎資料とすることを⽬的とする。 

1/3 

とても住みやすい
24.3%

どちらかといえば
住みやすい

41.8%

どちらかといえば
住みにくい

17.5%

とても住み
にくい
4.9%

どちらとも
いえない

10.3%

無回答
1.3%

76.4%

43.0%

35.3%

26.5%

18.1%

13.4%

13.2%

9.6%

2.8%

3.7%

2.4%

68.1%

49.1%

37.1%

25.0%

18.1%

14.7%

12.1%

6.0%

5.2%

6.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%
16.0%

15.4%
8.2%

6.8%
4.3%
4.2%
4.0%
3.5%
3.2%

2.6%
2.1%
2.0%

1.3%
1.1%
0.7%
0.2%

3.9%
20.5%

⾏政⼿続き
保健・医療

⾼齢者・障がい者福祉
学校教育

防災・消防
雇⽤・産業振興

農林⽔産業の振興
こども・⼦育て

観光振興
税務（申告、納税）

道路や⽔道などのインフラ
公共交通

環境・ごみ対策
⽣涯学習・社会教育

防犯・交通安全
スポーツ・⽂化振興

その他
無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

●「⾃分や家族の健康」「⼭林や農地が継承されず荒廃する
こと」「少⼦化や若者の更なる減少」が⼼配されている。 

●「40代以下」では、特に「少⼦化や若者の更なる減少」
が上位に挙がっている。 住みやすくなった

6.6%

住みにくく
なった
20.5%

特に変わりはない
60.1%

わからない
7.7%

無回答
5.1%

③ 暮らし続けるために必要な事項    

住みやすくなった理由（n=54） 

地域のつながり、⼈との関わりが良くなった 14.8％ 
⻑年住んで慣れてきた 11.1％ 
道路、⽔道、ネット等のインフラが整備された 7.4％ 

住みにくくなった理由（n=168） 
⼈⼝減少、若者の減少・⾼齢化 28.6％ 
買物、銀⾏、ガソリンスタンド等の施設の減少、 
営業時間の短縮 28.0％ 
交通機関の不⾜ 15.5％ 

ｎ＝819 

問 18 MA（3 つまで） 合計 

自
分
や
家
族
の
健
康 

高
齢
者
・
障
が
い
者

に
対
す
る
福
祉 

学
校
の
教
育
環
境 

子
育
て
支
援 

地
域
の
医
療
機
関
や

体
制 

少
子
化
や
若
者
の
更

な
る
減
少 

担
い
手
不
足
に
よ
る

地
域
産
業
の
縮
小 

町
内
の
働
く
場
所
の

減
少 

身
近
な
商
店
な
ど
の

閉
店 

移
動
手
段
の
確
保 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や 

人
付
き
合
い
の
希
薄

化 

地
域
文
化
・
伝
統
芸

能
の
喪
失 

自
然
災
害
の
多
発 

道
路
や
河
川
や
施
設

等
の
管
理
の
担
い
手

が
い
な
く
な
る 

山
林
・農
地
や
家
（空

き
家
）が
継
承
さ
れ

な
い
、
荒
廃
す
る 

行
財
政
の
維
持
・
税

金
の
負
担
増
加 

全体(N=819) 38.7 17.2 5.1 1.3 17.8 32.4 28.8 14.3 16.4 23.1 8.1 3.1 5.3 11.1 35.0 6.5 

20 代以下(n=29) 24.1 10.3 17.2 10.3 13.8 41.4 20.7 17.2 31.0 13.8 0.0 6.9 20.7 10.3 17.2 6.9 

30 代(n=30) 36.7 10.0 26.7 10.0 20.0 46.7 20.0 20.0 23.3 10.0 3.3 3.3 6.7 3.3 33.3 13.3 

40 代(n=57) 24.6 14.0 12.3 3.5 22.8 43.9 24.6 19.3 15.8 21.1 7.0 5.3 8.8 12.3 24.6 8.8 

50 代(n=93) 36.6 11.8 5.4 3.2 20.4 30.1 33.3 20.4 14.0 23.7 5.4 3.2 6.5 16.1 31.2 11.8 

60 代(n=243) 39.1 19.8 3.7 0.0 20.2 32.5 29.2 13.2 16.5 24.7 4.9 3.3 4.9 10.3 38.3 6.6 

70 代(n=334) 41.3 17.4 2.4 0.0 15.3 30.2 29.9 12.0 14.4 24.3 12.3 1.8 3.3 10.5 36.8 3.9 

80 代(n=24) 66.7 29.2 0.0 0.0 12.5 25.0 25.0 8.3 20.8 12.5 8.3 8.3 4.2 20.8 37.5 4.2 

④ 暮らし続けるために重要な事項 
●「⾞が運転できなくても安⼼して暮らせる仕組み」が全体で

約8割、40代以下では約7割。 

…全体（n=819） 
…40 代以下（n=116） 

問 18 MA（3 つまで） 

…全体（n=819） 
…40 代以下（n=116） 

 
永年住み慣れていて今の場所に愛着があるから 

まわりの⾃然や景観が豊かだから 
近所の友⼈や親族など近所つきあいが良いから 
地震や⽔害などの⾃然災害に対して安全だから 

医療が充実しているから 
会社など町内に働く場所があるから 

⽇常の買い物などが便利で⽣活しやすいから 
通勤（通学）時間が短く便利だから 

福祉が充実しているから 
⼦どもの教育環境が良いから 

インターネット環境が整っているから 
公共交通⼿段が充実しているから 

⽣活に必要な情報サービスが整っているから 
⽂化・スポーツ施設などが充実しているから 

その他 
特に理由はない 

無回答 
 

49.2%
45.5%

29.0%
20.3%

17.7%
15.7%

11.6%
11.3%
10.0%
8.7%

2.0%
1.7%
1.3%
0.7%
2.4%
5.0%
4.8%

 
近所の付き合いが良くないから 

⽇常の買い物などが不便で⽣活しにくいから 

働く場所が少ないから 

医療が充実していないから 

公共交通⼿段が充実していないから 

⽂化・スポーツ施設などが充実していないから 

通勤（通学）時間が⻑く不便だから 

地震や⽔害などの⾃然災害に対して不安だから 

福祉が充実していないから 

インターネット環境が整っていないから 

⼦どもの教育環境が良くないから 

情報サービスに乏しいから 

その他 

特に理由はない 

無回答 
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（２）⼈⼝減少対策について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

②今後の定住の意向 

ｎ＝819 

問 12 SA 

③ 若い世代の移住拡⼤に向けた対策 問 14 MA（3 つまで） 

④ 関係⼈⼝拡⼤に向けた対策 問 15 MA（3 つまで） 

2/3 

① 町⺠になった理由 問 10 SA 

⽣まれてからずっと
飯南町に住んでいる

18.7%

飯南町で⽣まれ、⼀時期町外へ転出して
いたが、その後、飯南町に戻り、現在に

⾄る（Ｕターン）
46.8%

飯南町以外の出⾝だが、ある時期
に飯南町へ転⼊し、現在に⾄る

（Ｉターン）
23.1%

その他
4.3%

無回答
7.1%

30.8%
28.5%

8.6%
7.3%
5.5%
4.4%
4.2%

2.1%
0.3%
0.3%
0.3%

5.0%
2.9%

あなた⼜は家族の仕事の都合…
家族、親族と同居⼜は近くに住むため

親・親族の介護のため
結婚⼜は離婚のため

あなた⼜は家族の学校の都合…
定年退職後（⽼後）のため

⽣活環境上の理由
⼦育て環境上の理由

住宅事情のため
通勤、通学が不便だったため

⼊院・⼊所のため
その他
無回答

0.0% 50.0%

61.9%

34.9%

30.6%

22.8%

22.0%

21.0%

19.4%

13.7%

9.3%

8.5%

6.0%

4.2%

若い世代の就労⽀援（企業誘致、就職相談）

⼦育て⽀援や教育環境の充実（経済的⽀援、施設…

⽇常的な買い物や飲⾷ができる施設の充実

保健医療体制の充実（医療施設、健康教育・相談）

結婚⽀援の充実（出会いの場づくり）

就農⽀援と６次産業化（農産品の付加価値化、販…

住まい探し、住宅整備や住宅取得への⽀援

移住希望者向け事業や飯南町応援者との交流事業

創業者⽀援による町商⼯業の活性化

観光振興による来訪者の増加

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ずっと住み
続けたい

70.3%
⼀度町外へ移り、将来
的には帰ってきたい

0.4%

しばらく住むつもり
だが、いずれは町外

に移りたい
8.1%

すぐにでも町外に
移りたい

2.4%
どちらともい

えない
16.1%

無回答
2.7%

 

合計 ずっと住み続けたい 

一度町外へ移り、 

将来的には帰ってき

たい 

しばらく住むつもりだ

が、いずれは町外に

移りたい 

すぐにでも 

町外に移りたい 
どちらともいえない 

全体(N=819) 70.4 0.4 8.1 2.4 16.1 

20 代以下(n=29) 17.2 6.9 41.4 10.3 24.1 

30 代(n=30) 66.7 3.3 10.0 0.0 20.0 

40 代(n=57) 45.6 0.0 19.3 1.8 33.3 

50 代(n=93) 53.8 0.0 12.9 5.4 25.8 

60 代(n=243) 76.5 0.0 6.6 1.2 13.6 

70 代(n=334) 79.9 0.0 3.6 2.1 12.0 

80 代(n=23) 91.3 0.0 0.0 4.3 4.3 

 

中学⽣では飯南町への定住意向が約 4 割 
（「住み続けたい（11.1％）」「また戻ってきたい※（31.1％）」） 
⾼校⽣では飯南町への定住意向が約 2 割 
（「住み続けたい（1.6％）」「また戻ってきたい※（16.4％）」） 
※就職・進学など⼀時的に離れてもまた戻ってきて飯南町に住みたい 

U ターン者の帰住理由 

あなた⼜は家族の仕事の都合 
（就職、転職、転勤など） 

あなた⼜は家族の学校の都合 
（⼊学、進学、転校など） 

55.6%
16.9%

10.1%
4.2%
4.2%
1.6%
1.6%
0.5%
0.5%
0.0%
0.0%
2.6%
2.1%

結婚⼜は離婚のため
あなた⼜は家族の仕事の都合…

家族、親族と同居⼜は近くに住むため
⽣活環境上の理由

親・親族の介護のため
⼦育て環境上の理由

定年退職後（⽼後）のため
住宅事情のため

通勤、通学が不便だったため
あなた⼜は家族の学校の都合…

⼊院・⼊所のため
その他
無回答

0.0% 50.0% 100.0%

あなた⼜は家族の学校の都合 
（⼊学、進学、転校など） 

あなた⼜は家族の仕事の都合 
（就職、転職、転勤など） 

I ターン者の帰住理由 

ｎ＝383 ｎ＝189 

●「ずっと住み続けたい」が約7割。 
●「20代以下」「40代」では、町外への移住意向を持っている⽅が

多く、全体平均の倍以上となっている。 
●若い世代ほど定住・移住に対して明確な意向がない（どちらとも

いえない）割合が⾼くなっている。 
●⾼齢世代ほど定住意向が⾼い。 

中⾼⽣の定住意向（中⾼⽣アンケートより） 

●「⼀時町外へ出て戻ってきた（Uターン）」46.8％、「町外出⾝で転⼊
してきた（Iターン）」23.1％と町外での⽣活経験がある⽅が約7割。 

●「⽣まれてからずっと飯南町に住んでいる」⽅は約2割。 

※地域ファンクラブ： 

飯南町を好きな町内外の方達で構成し、飯南町をより知った

り、楽しんだり、応援する活動を継続的に行う団体 

⼦育て⽀援や教育環境の充実（経済的⽀援、施設や設備の充実） 

 

合計 
結婚支援の

充実 

子育て支援
や 

教育環境の
充実 

保健医療 
体制の 
充実 

日常的な買
い物や飲食

ができる施設
の充実 

若い世代の 
就労支援 

創業者支援
による町商工
業の活性化 

就農支援と 
６次産業化 

観光振興に
よる来訪者

の増加 

移住希望者向
け事業や飯南
町応援者との

交流事業 

住まい探し、
住宅整備や
住宅取得へ

の支援 

全体(N=819) 22.0 34.9 22.8 30.6 61.9 9.3 21.0 8.5 13.7 19.4 

20 代以下(n=29) 13.8 44.8 20.7 51.7 34.5 0.0 10.3 20.7 10.3 44.8 

30 代(n=30) 10.0 36.7 20.0 53.3 53.3 6.7 6.7 16.7 6.7 36.7 

40 代(n=57) 12.3 40.4 29.8 42.1 59.6 8.8 8.8 17.5 5.3 21.1 

50 代(n=93) 17.2 34.4 23.7 32.3 59.1 10.8 18.3 11.8 9.7 28.0 

60 代(n=243) 24.3 39.1 20.2 28.0 68.7 10.7 23.0 7.0 12.3 23.5 

70 代(n=334) 23.1 31.1 24.0 27.5 62.3 8.4 24.0 6.0 17.4 12.0 

80 代(n=24) 54.2 29.2 29.2 20.8 62.5 16.7 29.2 0.0 25.0 0.0 

就農⽀援と６次産業化（農産品の付加価値化、販路拡⼤） 

飯南町での⽣活に気がかりなこと 
※対象：町外で⽣活している飯南町出⾝者 

47.6%
37.5%

34.7%
33.1%

29.3%
27.4%

23.0%
20.8%

11.7%
8.5%
7.9%
8.2%

勤務先の確保
医療・福祉環境

収⼊の減少
配偶者や⼦どもの同意

⾃然環境（積雪・気候等）
ライフスタイルの変化

⼈間関係
現在の暮らしへの未練

⼦育て・教育環境
特にない

その他
不明

⾃然環境（積雪・気候等） 

●「若い世代の就労⽀援」が約6割。 
●中⼭間地域研究センターによる調査においても⽣活に気がかりなこととして「勤務先の確保」との回答が多い。 
●「40代以下」の若年層においては、「⽇常的な買い物や飲⾷ができる施設の充実」が全体平均よりも⾼い。 

ｎ＝819 ｎ＝317 

ｎ＝819 

●「地域・⽂化・観光、伝統⾏事・イベントなどの情報発信」が約4割。 
●中⼭間地域研究センターによる調査では、関わりの維持拡⼤に重要なこと

や興味・関⼼がある事柄として「情報発信」の他、「飯南町産品の購⼊」
「ふるさと納税」が挙げられている。 

38.7%

29.1%

26.0%

25.5%

25.4%

22.2%

17.1%

14.2%

9.9%

7.1%

4.6%

8.7%

地域・⽂化・観光、伝統⾏事・イベントなどの情報発信

農泊、農業体験や⽥舎体験などの交流体験事業の充実

飯南⾼等学校への県外留学⽣の受け⼊れ促進
地域の⼦どもやその保護者世代に対する

ふるさと教育の充実
地域ファンクラブ（飯南町を好きな町内外の⽅達で構成

し、飯南町をより知ったり、楽しんだり、応援する活動…
飯南町出⾝者会の充実

（魅⼒ある交流事業、若い世代の加⼊促進など）
観光地としての魅⼒向上による観光振興

⼤学などの交流活動の充実
（フィールドワークの場として受け⼊れなど）

ふるさと納税のリピーターの確保
異⽂化交流の機会づくり

（外国⼈⾼校⽣のホームステイや留学⽣の受け⼊れなど）
その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

地域ファンクラブ※の創設  

【町内出⾝者】  
関わりの維持・拡⼤に重要なこと（上位5位） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【町外出⾝者】 

関わり拡⼤へ興味・関⼼がある事柄（上位5位） 

54.3%

42.6%

26.2%

24.3%

20.2%

飯南町情報の発信

飯南町産品の購⼊

ふるさと納税

出⾝者会の活性化
家族と連絡を

取り合える仕組み

67.1%

37.7%

32.5%

30.6%

19.4%

家族・親類を訪ねる

飯南町産品の購⼊

宿泊を伴った観光

買い物・飲⾷

知⼈・友⼈を訪ねる

ｎ＝317 

ｎ＝252 

 
合計 ずっと住んでいる Ｕターン Ｉターン 

全体(N=818) 18.7 46.8 23.1 

20 代以下 (n=29) 37.9 13.8 37.9 

30 代 (n=30) 6.7 46.7 40.0 

40 代 (n=57) 15.8 40.4 38.6 

50 代 (n=93) 8.6 44.1 39.8 

60 代 (n=242) 15.7 55.4 19.0 

70 代 (n=334) 22.8 47.0 17.4 

80 代 (n=24) 37.5 29.2 12.5 

島根県中⼭間地域研究センター 
「飯南町の関係⼈⼝と関わり⽅についての調査分析」（令和4年3⽉）

島根県中⼭間地域研究センター 
「飯南町の関係⼈⼝と関わり⽅についての調査分析」（令和4年3⽉）



 第３次飯南町総合振興計画及び第３期飯南町総合戦略策定に係る町⺠意識調査結果報告書（概要版） 町⺠意識調査 

（３）施策の充⾜度・重要度について 
① 施策の「充⾜度」と「重要度」の指標化 
 飯南町総合振興計画に掲げた24の施策について、それぞれの「充⾜度」と「今後の重要度」を5段階評価でたずねた。 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 施策の「充⾜度」と「重要度」の相関図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

【重点化・見直し領域】 
【現状維持領域】

重要度「高」・充足度「低」 

重要度「高」・充足度「高」 

【現状維持・見直し領域】

重要度平均 
1.24

【改善・見直し領域】 
重要度「低」・充足度「低」 重要度「低」・充足度「高」 

充足度平均 
0.15 

【重点化・見直し領域】 
【現状維持領域】

重要度「高」・充足度「低」 

重要度「高」・充足度「高」 

【現状維持・見直し領域】

充足度平均 
0.19

重要度平均 
0 97

【改善・見直し領域】 
重要度「低」・充足度「低」 重要度「低」・充足度「高」 

問 22 SA 

●充⾜度が最も⾼いのは「16.地域医療の維持・充実」、次い
で「6.⼦育てしやすい環境づくり」「17.地域福祉の充実」 

●充⾜度が最も低いのは「14.商⼯業等の振興」、次いで
「12.農林業の振興」「2.協働のまちづくりの推進」 

施策の「充⾜度」と「重要度」をよりわかりやすく分析するため以下のように係数（ウエイト）を設定し、加重平均による指標化を⾏った。 
【充⾜度】 
（「達成している」の件数×2 点＋「やや達成している」の件数×1 点＋「どちらともいえない」の件数×0 点＋「あまり達成していない」の件数×-1 点＋「達成してい
ない」の件数×-2 点）÷（回答者件数―無回答件数） 
【重要度】 
（「重要である」の件数×2 点＋「やや重要である」の件数×1 点＋「どちらともいえない」の件数×0 点＋「あまり重要ではない」の件数×-1 点＋「重要ではない」の件数×-2 点）÷（回答者
件数―無回答件数） 

■施策の充⾜度                    ■施策の重要度 
●重要度が最も⾼いのは「16.地域医療の維持・充実」、

次いで「4. 職員の資質の向上」「17.地域福祉の充
実」 

●重要度が低いのは「13.観光の振興」、次いで「9.⽣涯
学習の充実」「10.平等に暮らせる社会づくり」 

優先的に取り組むべき施策 

3/3 

「充⾜度」と「重要度」それぞれの加重平均値をもとに、縦軸に「重要度」、横軸に「充⾜度」
をとり、24 の施策を散布図上に⽰し、「相関図」として各施策の位置づけを整理した。 

優先的に取り組むべき施策 

自治・協働 

自治・協働 

産業 

自然環境 

保育・医療・介護・福祉 

生活環境 

教育・文化・子育て 

自治・協働 

自治・協働 

自然環境 

教育・文化・子育て 

保育・医療・介護・福祉 

生活環境 

40代以下 

全体 

 

１ 

⾃
治
・
協
働 

住⺠主体のまちづくりの推進 

協働のまちづくりの推進 

健全で効率的な⾏政運営の推進 

職員の資質の向上 

⼩さな拠点の形成 

２ 

教
育
・
⽂
化
・
⼦
育
て 

⼦育てしやすい環境づくり 

保⼩中⾼が連携した学校教育の充実 

地域で育む教育環境づくり 

⽣涯学習の充実 

平等に暮らせる社会づくり 

３ 産
業 

飯南ブランドの構築 

農林業の振興 

13 観光の振興 

14 商⼯業等の振興 

15 健康づくりの推進 

16 地域医療の維持・充実 

17 地域福祉の充実 

18 ⾼齢者などにやさしい環境づくり 

５ 

⽣
活
環
境 

19 定住の促進 

20 ⽣活基盤の整備 

21 消防・防災対策の充実 

22 防犯・交通安全の充実 

６ 

⾃
然
環
境 

23 ⾃然環境の保全 

24 地球温暖化防⽌対策の推進 

 

低い 高い 低い 高い 
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1.15

1.20
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0.82

0.72

1.16

0.94

1.31

1.00

0.98

0.82

0.98

0.95

0.98

0.76

0.99

0.89

1.31

1.09

1.16
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1.02

0.72
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…全体 
…40 代以下 

…全体 
…40 代以下 

充⾜度 重要度 

●「重要度」が⾼いが「充⾜度」が低く、今後重点化や⾒直しに「優先的に取り組むべき施策」として、全体では「④職員の資
質の向上」、40代以下では、「④職員の資質の向上」に加え、「⑲定住の促進」「⑭商⼯業の振興」となっている。 

①住⺠主体のまちづくりの推進

②協働の
まちづくりの推進

③健全で効率的な
⾏政運営の推進

④職員の資質の向上

⑤⼩さな拠点の形成

⑥⼦育てしやすい
環境づくり

⑦保⼩中⾼が連携した
学校教育の充実

⑧地域で育む
教育環境づくり

⑨⽣涯学習の充実

⑩平等に暮らせる
社会づくり

⑪飯南ブランドの構築

⑫農林業の振興

⑬観光の振興

⑭商⼯業等の振興

⑮健康づくりの推進

⑯地域医療の維持・充実

⑰地域福祉の充実⑱⾼齢者などに
やさしい環境づくり

⑲定住の促進

⑳⽣活基盤の整備

㉑消防・防災対策の充実
㉒防犯・交通安全の充実

㉓⾃然環境の保全

㉔地球温暖化防⽌対策の推進
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①住⺠主体のまちづくりの推進

②協働の
まちづくりの推進

③健全で効率的な
⾏政運営の推進

④職員の資質の向上

⑤⼩さな拠点の形成

⑥⼦育てしやすい
環境づくり

⑦保⼩中⾼が連携した
学校教育の充実

⑧地域で育む
教育環境づくり

⑨⽣涯学習の充実

⑩平等に暮らせる
社会づくり

⑪飯南ブランドの構築

⑫農林業の振興

⑬観光の振興

⑭商⼯業等の振興

⑮健康づくりの推進

⑯地域医療の維持・充実

⑰地域福祉の充実

⑱⾼齢者などに
やさしい環境づくり

⑲定住の促進

⑳⽣活基盤の整備

㉑消防・防災対策の充実

㉒防犯・交通安全の充実

㉓⾃然環境の保全

㉔地球温暖化防⽌対策の推進

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

-0.40 -0.20 0.00 0.20 0.40 0.60 0.80


